


要約:頭部超音波検査が反復施行された50 新生児剖検例を対象として、頭部超音波検査に

よる脳室周囲エコー域( PVE ) の程度と、病理所見における脳室周囲白質軟化(PVL)との

関連について比較検討した。PVL は PVLの強さと関連があり、PVL1 度では 27.8%に、 PVL2

度で 41.7%に、PVL3 度で 87.5%に認められた。PVE の程度が強いほど白質軟化の程度も強

く、組織海綿状化が強い傾向がみられた。PVL3 度群では種々の型の PVL がみられ、白質

出血も半数に合併していた。頭部超音波検査で嚢胞状 PVL では白質軟化と共に多嚢胞性脳

軟化を呈するものがあった。以上のことから、病理学的に小さい PVL は超音波診断は困難

であり、広い PVL が診断可能であるが、出血の合併もある。一方、小さい PVL は予後的に

無症候であるとも考えられ、更に臨床診断基準の検討が必要である。


